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北アルプス展望美術館
「silent letter eri 展～重ねる～」

池田町在住の美術作家 eri 氏のこれまでの軌跡
を辿ります。　詳細は 14 ページ



み
ら
い
戦
略
室
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
「
人
口
」
「
財
源
」
「
ブ
ラ
ン
ド
」
の
３

つ
の
戦
略
を
軸
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
戦
略
を
一
体
的
に
動
か
す
こ
と
で
、
住

ん
で
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
者
、
働
く
人
、
町

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
「
や

さ
し
い
町
」
を
実
現
し
ま
す
。

池
田
町
で
は
第
６
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
令
和
８
年
度

施
政
方
針
で
は
目
指
す
姿
と
し
て
「
や
さ
し
い
町

『
い
け
だ
ま
ち
』
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現

に
向
け
、
人
口
減
少
や
住
宅
の
確
保
、
子
育
て
支
援

な
ど
多
様
化
す
る
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
挑

む
べ
く
、
今
年
4
月
に
新
設
し
ま
し
た
。
単
な
る
課

題
解
決
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
庁
横
断
の
調
査
・
研
究

を
行
う
「
エ
ン
ジ
ン
」
と
し
て
、
町
の
重
点
施
策
を

強
力
に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

４
月
の
新
設
以
来
、
第
６
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
と
向
き
合
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
姿

を
考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
辿
り
着
い

た
の
が
３
つ
の
戦
略
同
士
が
組
み
合
わ
さ
る
「
良
い

循
環
」
の
考
え
方
で
す
。
こ
の
循
環
を
回
す
ス
タ
ー

ト
地
点
で
あ
り
、
３
つ
の
戦
略
を
け
ん
引
す
る
の
が

「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
で
す
。
い
く
ら
良
い
施
策
を

行
っ
て
い
て
も
、
池
田
町
な
ら
で
は
の
魅
力
や
価
値

が
確
立
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
共
感
や
信
頼
を
得
ら
れ

け
れ
ば
、
選
ば
れ
る
町
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

ま
ず
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
町
の
独
自
価

値
（
強
み
）
を
明
確
に
し
、
高
め
る
こ
と
で
、
移
住

者
や
関
係
人
口
が
増
え
（
＝
人
口
戦
略
）
、
地
域
経

済
が
活
発
に
な
り
、
税
収
や
寄
附
な
ど
の
財
源
が
増

え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
（
＝
財
源
戦
略
）

と
い
う
「
良
い
循
環
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

担
当
課
の
な
か
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
、
み
ら
い

戦
略
室
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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「みらい戦略室みらい戦略室」って
どんな部署　？？～新設「みらい戦略室」の役割と目指す姿～

ま
ち
を
動
か
す
「
３
つ
の
戦
略
」

な
ぜ「
み
ら
い
戦
略
室
」が
で
き
た
の
？

こ
ん
な
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
し
た

●
て
る
み
ん
・
ふ
～
み
ん
の
町
有
化
＆
デ
ザ
イ
ン
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

●
て
る
み
ん
・
ふ
～
み
ん
グ
ッ
ズ
制
作
と
池
田
あ
っ
ぱ
れ
に

て
販
売
（
約
１
０
０
組
の
お
客
さ
ま
に
購
入
い
た
だ
き
ま

し
た
！
）

●
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
属
性
デ
ー
タ
分
析
（
関
係
人
口
の
可

視
化
）

3
つ
の
戦
略
を
け
ん
引
す
る

「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」

※交流・関係人口：観光などで訪れる人（交流人口）や、移住に
は至らなくても町に愛着を持ち、応援・関わってくれるファン（関
係人口）のこと。

長野県池田町キャラクター
てるみん・ふ〜みん



パブリックコメントや中学生とのワークショップ
などを通じて、マーケティング視点を取り入れなが
ら、町民の皆さんと共に池田町独自の価値（魅力）

住宅事業者の意見も参考にしながら、全庁横断で
課題解決に挑み、若い世代や子育て世帯の定住を促
進する、令和９年度に向けたアクションプランを策
定します。

〇副業型（10月1日着任・荒井仁志氏）
国の動向把握や戦略的構想への助言、組織

役場庁舎や学校などの老朽化に対
し、みらい戦略室が調整役となり、
限られた財源の中で、改修・統廃

【問合せ先】総務課　みらい戦略室　℡（62）3131

合・複合化などの優先順位や時期を整理・進行管理し
ます。

マネジメントなどから人口減少対策や魅力向上を
支援してもらいます。

〇企業派遣型（準備中）
SNS運用や動画・写真撮影など、広報・発信の専
門知識を持つ人材の登用を進めています。

を作り上げていきます。
合わせてPR（情報発信）にも力を入れ、町の

知名度向上とブランドイメージの定着を図り、
町内外から「選ばれる池田町」を目指します。

荒井仁志氏
現職：公益財団法人日本消
防協会 常務理事
経歴：旧自治省（現総務省）
入省後、新潟市副市長や石川
県総務部長、北海道財政課長、
人事院職員福祉局長などを
歴任。
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こ
れ
か
ら
挑
む

地域ブランディング
町民と一緒に「町の魅力」をつくる

人口減少対策における住宅施策
「住みたいけれど家がない」の解決へ

地域活性化起業人
外部プロ人材のノウハウを町政へ

公共施設の老朽化対策
個別施設計画を実行へ

「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」



　令和 7 年度の決算がまとまり、9 月議会定例会で承認されました。
　町民の皆さんに納めていただいた税金や国から交付された地方交付税などがどのように使われたか、
また、池田町の財政状況はどうなっているかなど概要をお伝えします。

令和 7 年度一般会計決算は、歳入が 58 億 5,284 万円、歳出が 57 億 6,464 万円で、
翌年度への繰り越し分を除く実質収支は 4,582 万円の黒字でした。

歳入決算額は町税、地方交付税、
国庫支出金、繰入金などが増えたこ
とにより、昨年度と比べ7億362万
円増額となり、歳入全体では58億
5,284万円となりました。

国庫支出金は、電算システム標準
化の財源となる補助金、地方創生臨
時交付金、物価高対応子育て応援手
当の財源となる補助金などが交付さ
れたことが大きな要因となっていま
す。

事業の財源となる補助金が増えた
ほか、地方自治体の裁量で使い道が
決められる地方交付税も増えたこと
で、町の貯金となる基金へ積み立て
ることもできました。

一 般 会 計一 般 会 計

歳入歳入

令和 7 年度　決算報告

Q 

黒
字
額
は
4
5
8
2
万
円
だ
け
な

の
？

A 

歳
出
の
中
に
は
、
将
来
に
備
え
た

積
立
が
3
億
4
1
0
4
万
円
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
仮
に
そ
の
積
立
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
黒
字
額
は
3
億
8
6
8
6
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

実
質
収
支
の
2

分
の
1
以
上
は
財

政
調
整
基
金
に
繰

り
入
れ
、
残
り
は

純
繰
越
金
と
し
て

翌
年
度
へ
繰
り
越

す
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
黒
字
を
多

く
出
す
と
財
政
調

整
基
金
や
純
繰
越

金
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
町

で
は
実
質
収
支
が

5
0
0
0
万
円
程

度
と
な
る
よ
う
、

公
共
施
設
等
整
備

基
金
に
積
み
増
す

な
ど
の
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。

歳入決算額
58億5,284万円

歳出決算額
57億6,464万円 繰り越すべき財源 実質収支実質収支

4,238万円4,238万円 4,582万円4,582万円

形式収支 8,820万円形式収支 8,820万円

歳　入 58億5,284万円

町税
9億9,508万円
17.0%

町税
9億9,508万円
17.0%

地方交付税
24億4,613万円
41.8%

地方交付税
24億4,613万円
41.8%

国庫支出金
7億1,628万円
12.2%

国庫支出金
7億1,628万円
12.2%

県支出金
4億3,230万円
7.4%

県支出金
4億3,230万円
7.4%

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

自主財源
18億186万円
30.9 %

自主財源
18億186万円
30.9 %

※1

依存財源
40億5,098万円
69.1%

依存財源
40億5,098万円
69.1%

※2

使用料
および
手数料
5,857万円
1.1%

使用料
および
手数料
5,857万円
1.1%

その他
寄付金・繰入金、
繰越金、諸収入など
7億4,821万円
12.8%

その他
寄付金・繰入金、
繰越金、諸収入など
7億4,821万円
12.8%

（　　　）（　　　）
その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億8,667万円 6.5%

その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億8,667万円 6.5%町債

6,960万円
1.2%

町債
6,960万円
1.2%
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歳出決算額は昨年度の決算額と比べ、7億208万円増額の57億6,464万円となりま
した。

福祉関連の費用や町の運営に係る費用が多くを占めていますが、2億7473万円の
町債繰上償還を行ったため、借入金の返済も多額となりました。この繰上償還は町
の貯金である基金を取り崩して財源としました。

　特別会計は一般会計と区分し、
特定の収入と支出で経理を行う会
計です。

　公営企業会計は独立採算が原則
で、民間企業と同様に事業収益で
運営する会計です。

一 般 会 計一 般 会 計

歳出歳出

特特別会計別会計

公公営企業営企業会会計計

歳　出 57億6,464万円

人件費
10億9,939万円
19.1%

人件費
10億9,939万円
19.1%

公債費
8億3,656万円
14.5%

公債費
8億3,656万円
14.5%

扶助費
6億1,202万円
10.6%

扶助費
6億1,202万円
10.6%

補助費等
11億613万円
19.2%

補助費等
11億613万円
19.2%

維持補修費
4,963万円  0.9%
維持補修費
4,963万円  0.9%

物件費
9億393万円
15.7%

物件費
9億393万円
15.7%

繰出金
4億7,052万円
8.2%

繰出金
4億7,052万円
8.2%

積立金
3億4,104万円
5.9%

積立金
3億4,104万円
5.9%

普通建設事業費
3億2,553万円 5.6%
普通建設事業費
3億2,553万円 5.6%災害復旧事業費

1,989万円 0.3%
災害復旧事業費
1,989万円 0.3%

義務的経費
25億4,797万円
44.2 %

義務的経費
25億4,797万円
44.2 %

投資的経費
3億4,542万円

5.9 %

投資的経費
3億4,542万円

5.9 %

その他の経費
28億7,125万円
49.9 %

その他の経費
28億7,125万円
49.9 %

福祉の充実
17億828万円
（29.6%）

町の運営
12億6,549万円
（22.0%）

町の借入金返済
8億3,656万円 （14.5%）

4億8,079万円
（8.4%） 教育・文化の振興

4億7,402万円
（8.2%） 農林水産業の振興

2億3,842万円 （4.2%）
2億3,249万円（4.0%）
2億2,536万円（3.9%）

道路・公園などの整備
健康・衛生の推進
商工・観光の振興

その他
8,239万円
（1.4%）

消防・防災対策
2億2,084万円
（3.8%）

目的別にすると

会計名 歳入額 歳出額 差引額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 9億4,681万円 9億3,448万円 1,233万円
後期高齢者医療特別会計 2億1,450万円 2億1,405万円 45万円 
工 場 誘 致 等 特 別 会 計 608万円 0万円 608万円 

会計名 事業収益 事業費用 差引利益
水 道 事 業 会 計 2億2,658万円 1億8,257万円 4,401万円
下水道事業会計 4億2,206万円 3億6,711万円 5,495万円
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町町  債債

財政状況財政状況

基基  金金

【問合せ先】総務課 財政係　℡（６２）３１３１

基金残高の推移

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金
（年度末）R3 R4 R5 R7R6

（億円）

0

5

10

15

20

25

30

計18.0

計21.1

計24.3

計27.8 計27億9,115万円

10.810.8

2.22.2

5.05.0 5.35.3 5.65.6 5.85.8 6億463万円6億463万円

2.02.0 2.52.5 3.23.2 9,081万円9,081万円

13.813.8

16.216.2
18.818.8 20億9,571万円20億9,571万円

【その他特定目的基金の内訳】
公 共 施 設 等 整 備 基 金 16億5,827万円
て る て る 坊 主 の
ふ る さ と 応 援 基 金 2億7,188万円

福 祉 基 金 1億340万円
土 地 開 発 基 金 2,192万円
て る て る ぼ う ず
作 詞 者 浅 原 六 朗 基 金 1,691万円

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 906万円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 875万円
ふるさと・水と土基金 552万円

指標 指標の意味 R５年度 R６年度 R７年度

実 質 公 債 費 比 率 自治体の規模（標準財政規模）に対
して、借金の返済額が占める割合 12.1％ 11.9％ 10.9％

経 常 収 支 比 率
経常的に収入される一般財源に対し
て、義務的に支出しなければならな
い経常的経費が占める割合

87.2％ 87.4％ 87.8％

町債（町の借金）残高は減債基金の活用により減少傾向で、町民一人当たりの町債残高は約 62
万円になります。（昨年度の一人当たりの町債残高は、約 70 万円でした）

町の貯金にあたる基金残高は増加傾向で、27 億 9 千万円を確保しています。

減債基金を
とりくずしたものの

前年同額程度をキープ

地方公共団体の財政状況を統一的な指標で表す健全化判断比率には、実質赤字比率、連
結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４指標があります。この中で実質公
債費比率以外の３つの指標については算定されず、実質公債費比率のみ算定されていま
すが年々減少傾向です。
また、この健全化判断比率とは別に町財政の硬直化を測る経常収支比率という指標もあ
り、これは年々わずかながら増加傾向です。

町債残高の推移

一般会計

簡易水道事業特別会計
（R4まで）

水道事業会計

下水道事業会計

0.4
0.4

（億円）

（年度末）R3 R4 R5 R6 R70

20

40

60

80

100
計 88.8計 88.8

38.438.4
35.135.1

31.631.6
29.829.8

49.849.8 44.144.1 38.638.6 32.932.9

0.20.2
0.10.1

0.40.4
0.30.3

計 79.7計 79.7
計 70.6計 70.6

計 63.0計 63.0
計55億573万円計55億573万円

29億4,841万円29億4,841万円

25億3,264万円25億3,264万円
2,468万円2,468万円

全体で
12.6％減少

一般会計
23％減少
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●健康福祉課こども家庭センター　TEL （61）5000
●松本児童相談所　　　　　　　　TEL 0263（91）3370

子育ての相談先　児童虐待通告先

ひひとりで 悩まず相談してみませんか？とりで 悩まず相談してみませんか？

毎毎年11月は児童 虐待防止月間です年11月は児童 虐待防止月間です

◆
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
人
は
い
ま
す

か
？

子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
お
子
さ
ん
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
育
児

に
気
を
張
っ
て
疲
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
嫌
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
気
軽
に
相
談
で
き

る
人
は
い
ま
す
か
？

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護
者
や
こ
ど
も
自

身
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。                                  

ま
た
、
「
こ
ど
も
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
」
「
家
庭
で
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
っ
た
子
育
て
世
帯
の
ご
家
族
や
地
域
の
方
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
相
談
が
で
き
る
の
？

こ
ど
も
自
身
の
家
庭
や
保
育
園
・
学
校
、
放
課
後
の

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
お
話
を
お
聞
き
し
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。

保
護
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
育
児
疲
れ
や
子
育
て
の

不
安
、
悩
み
、
こ
ど
も
の
発
育
発
達
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
対
応
で
き
な
い
相

談
に
つ
い
て
は
、
相
談
先
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
っ
て
何
？

左
表
に
あ
る
通
り
、
虐
待
は
4
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
ど
れ
も
こ
ど
も
の
心
身

の
成
長
や
将
来
の
人
格
形
成
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
行
為
で
す
。

◆
児
童
虐
待
の
通
告
っ
て
何
？

法
律
に
よ
り
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に

市
町
村
や
児
童
相
談
所
等
に
通
告
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
か
ど
う
か
の
判
断

は
必
要
な
く
、
通
告
者
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
匿
名
で
の
通
告
も
可
能
で
す
。

児
童
虐
待
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
や
起
き

て
し
ま
っ
た
場
合
こ
ど
も
へ
の
影
響
が
少

な
く
な
る
よ
う
早
期
対
応
が
重
要
で
す
。

児
童
虐
待
通
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

HP もご覧ください。
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みんなで見守る
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空
き
缶
や
金
属
類
は
、
正
し
い
手
順
で
出
す
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
リ
サ
イ
ク

ル
と
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。
収
集
作
業
の
安
全
と
衛
生
を
保
つ

た
め
、
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
空
き
缶
の
出
し
方
】

食
品
や
飲
料
が
入
っ
て
い
た
缶
（
ス
チ
ー
ル
マ
ー
ク
・
ア
ル
ミ
マ
ー
ク
の
あ

る
も
の
）
が
対
象
で
す
。
同
じ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

●
中
身
を
洗
う

汚
れ
は
腐
敗
や
臭
い
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
水
洗
い
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
キ
ャ
ッ
プ
・
ふ
た
は
外
す

外
し
た
ふ
た
は
素
材
に
合
わ
せ
た
分
別
へ
回
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
は
同
じ
袋
で
O
K

処
理
施
設
で
磁
石
を
使
っ
て
自
動
選
別
し
ま
す
。

●
つ
ぶ
せ
る
缶
は
つ
ぶ
す

ア
ル
ミ
缶
な
ど
つ
ぶ
し
や
す
い
も
の
は
、
小
さ
く
つ

ぶ
す
と
収
集
の
負
担
が
減
り
ま
す
。
（
硬
い
缶
は
そ

の
ま
ま
で
構
い
ま
せ
ん
）

【
金
属
類
の
出
し
方
】

●
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

中
身
を
使
い
切
り
、
火
気
の
な
い
屋
外
で
穴
を
あ
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。
未
点
検
の
ま
ま
出
す
と
火
災
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

危
険
物
（
刃
物
・
針
・
く
ぎ
な
ど
）

・
細
か
い
も
の
（
針
・
刃
な
ど
）
：
空
き
缶
等
に
入
れ
、
フ
タ
を
し
て
テ
ー

プ
で
固
定
し
「
針
」
「
カ
ッ
タ
ー
刃
」
と
明
記
し
ま
す
。

・
大
き
い
も
の
（
包
丁
・
鎌
な
ど
）
：
刃
の
部
分
を
厚
紙
等
で
包
み
、
テ
ー

プ
で
固
定
し
「
包
丁
」
と
明
記
し
た
状
態
で
、
袋
の
中
の
一
番
上
に
見
え

る
よ
う
に
入
れ
ま
す
。

●
異
物
は
取
り
外
す

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
な
ど
が
付
い
て
い
る
場
合
は
で
き
る
限
り
外
し
て
く
だ

さ
い
。
（
取
っ
手
が
外
れ
な
い
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
は
そ
の
ま
ま
出
せ
ま
す
）

空
き
缶
・
金
属
類
は
、
出
す
前
の
下
準

備
を
丁
寧
に
行
う
ほ
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

現
場
で
の
手
間
が
減
り
、
資
源
と
し
て
の

再
利
用
が
進
み
ま
す
。
特
に
、
ス
プ
レ
ー

缶
の
中
身
を
き
ち
ん
と
処
理
し
、
穴
を
あ

け
る
こ
と
、
危
険
物
の
適
切
な
包
み
方
・

表
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

住
民
課　

環
境
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

空
き
缶
・
金
属
類
は
正
し
く
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

安
全
と
衛
生
の
た
め
に

地地球温暖化防止 経費削減のため もえるごみ50%削減を目指しましょう球温暖化防止 経費削減のため もえるごみ50%削減を目指しましょう
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令
和
８
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
熊
本
県
氷

川
町
へ
派
遣
し
て
い
た
町
の
「
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
」
が
９
月
16
日
、
無
事
に
帰
還
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
の
運
用
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
キ
ャ
ン

パ
ー
」
に
委
託
し
、
断
水
が
続
く
被
災
地
で
多

く
の
被
災
者
の
衛
生
と
安
心
を
支
え
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ

レ
車
両
の
効
果
的
な
運
用
モ
デ
ル
を
示
す
「
好

事
例
」
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
８
月
２
日
に
氷
川
町

へ
到
着
。約
40
日
間
に
わ
た
り
、新
村・若
洲・吉

本
地
区
の
３
カ
所
の
避
難
所
で
稼
働
し
ま
し
た
。

避
難
者
や
周
辺
住
民
な
ど
約
70
人
に
利
用
さ
れ
、

試
算
で
は
の
べ
約
６
２
５
０
回
に
上
り
ま
し
た
。

　
現
地
で
の
清
掃
管
理
や
移
動
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

キ
ャ
ン
パ
ー
が
担
当
。
断
水
が
解
消
し
た
地
域

か
ら
復
旧
し
て
い
な
い
別
の
地
区
へ
と
柔
軟
に

移
動
し
、
必
要
と
さ
れ
る
場
所
で
継
続
し
て
稼

働
し
ま
し
た
。

　
今
回
派
遣
し
た
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
一

般
的
な
ト
イ
レ
カ
ー
に
比
べ
て
給
排
水
の
容
量

が
大
き
く
運
用
に
余
裕
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

内
部
も
広
く
て
清
潔
な
こ
と
か
ら
、
利
用
者
か

ら
は
「
と
て
も
快
適
に
使
用
で
き
た
」
と
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
派
遣
は
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
届

け
る
だ
け
で
は
な
く
現
地
で
の
運
用
を
同
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
委
託
す
る
体
制
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
他
の
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ト
イ
レ
カ
ー

の
中
に
は
、
現
地
で
の
運
用
者
が
確
保
で
き
ず

移
動
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
池
田
町
は
現
地

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、
車
両
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

災害支援で大活躍！

避
難
所
や
被
災
地
エ
リ
ア
を
巡
回

避
難
所
や
被
災
地
エ
リ
ア
を
巡
回

約
６
２
５
０
回
利
用
さ
れ
る

約
６
２
５
０
回
利
用
さ
れ
る

「
快
適
に
使
え
る
」と
被
災
地
で
大
好
評

「
快
適
に
使
え
る
」と
被
災
地
で
大
好
評

連
携
体
制
が
成
功
の
鍵
に

連
携
体
制
が
成
功
の
鍵
に

　
９
月
16
日
、
地
域
住
民
と
意
見
交
換
を
行
う
「
『
お
で
か
け
』
町

長
室
へ
よ
う
こ
そ
」
の
一
環
と
し
て
、
町
長
が
会
染
小
学
校
を
訪
れ

ま
し
た
。
同
校
の
「
あ
い
そ
め
★
ら
い
ぶ
」
に
は
約
90
人
の
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
に
関
す
る
選
択
式
ク
イ
ズ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ

ぱ
い
に
挙
手
。
続
く
質
問
タ
イ
ム
で
は
「
な
ん
で
町
長
に
な
っ
た

の
？
」
と
い
っ
た
素
朴
な
疑
問
に
、
町
長
が
「
も
っ
と
町
を
よ
く
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
事
前
に
設
置
さ
れ
た
「
ゆ
め
ポ
ス
ト
」
に
「
も
し
も

自
分
が
町
長
だ
っ
た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ゆ
め
シ
ー
ト
」
が

続
々
と
寄
せ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
町
へ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
思
い
が

集
ま
り
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
声
に
は
、
後
日
町
か
ら
お
返
事
が
届

く
予
定
で
す
。

　
地
域
の
人
が
得
意
な
芸
や
作
品
を

持
ち
寄
っ
て
交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
活
動
「
あ
い
そ
め
★

ら
い
ぶ
」
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
と
笑
顔
が
響
き
渡
る
、
心
温
ま
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲1,300㎞の長旅を経て、トイレトレーラーが無事到着！
　右から２番目が NPO 法人キャンパーのスタッフ

トトイレトレーラーが 熊本県氷川町から帰還しましたイレトレーラーが 熊本県氷川町から帰還しました

元元気に「あいそめ★らいぶ」に参加！町長室のおでかけ企画で会染小へ気に「あいそめ★らいぶ」に参加！町長室のおでかけ企画で会染小へ
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池
田
町
防
犯
組
合
が

池
田
町
防
犯
組
合
が

全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た

全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
池
田
町
防
犯
組
合
が
、
青
パ
ト
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
や
防
犯
指
導
員
研
修
会
な
ど
へ
の
継

続
的
な
取
組
を
評
価
さ
れ
、
９
月
25
日
に
東
京
都

で
行
わ
れ
た
第
８
回
全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大

会
に
お
い
て
、
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め

に
尽
力
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
６
２
）
２
２
０
３

長
寿
１
０
０
歳
を
祝
う

長
寿
１
０
０
歳
を
祝
う

～
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
！
～

～
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
！
～

　
９
月
14
日
、
今
年
度
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

る
方
を
直
接
お
祝
い
す
る
た
め
、
町
長
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
高
瀬
荘
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
お
一
人
お
ひ
と
り
に
「
１
０
０
歳
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
添
え
て
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
記
念
品
、
町
か

ら
の
長
寿
祝
い
金
を
贈
り
ま
し
た
。
ご
本
人
や
ご

家
族
の
皆
さ
ん
と
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
感
想

や
長
寿
の
秘
訣
な
ど
を
語
り
合
い
、
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、１
０
０
歳
の
お
祝
い
を
迎
え
ら
れ
た

方
は
10
人
で
す
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
６
１
）
５
０
０
０

▲高瀬荘でのお祝いの式

健
康
長
寿
コ
ラ
ム

健
康
長
寿
コ
ラ
ム

「
メ
タ
ボ
の
予
防
」

「
メ
タ
ボ
の
予
防
」

　
が
ん
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
メ

タ
ボ
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。
「
高
血
糖
、
高
脂
血
症
、
高

血
圧
」
に
「
ウ
エ
ス
ト
が
太
い
」
が
加
わ
る
と
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
ず
「
ウ
エ
ス
ト
が
太
い
」
原
因
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
多
い
と
痩
せ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝

て
い
る
よ
り
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
多
い
散
歩
の
方
が
痩
せ
ま
す
。
で
は

息
を
堪
え
て
筋
ト
レ
す
る
の
と
散
歩
で
は
ど
ち
ら
が
痩
せ
る
で
し
ょ

う
。
正
解
は
散
歩
で
す
。
筋
ト
レ
は
無
酸
素
運
動
。
燃
焼
す
る
の
は

筋
肉
中
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
で
す
。
散
歩
は
有
酸
素
運
動
。
酸
素
と
一

緒
に
脂
肪
が
燃
焼
す
る
か
ら
で
す
。

　
で
は
１
g
が
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
糖
質
と
９
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の

脂
肪
で
は
ど
ち
ら
が
太
る
で
し
ょ
う
。
正
解
は
糖
質
で
す
。
糖
質
を

摂
取
し
て
血
糖
値
が
上
が
る
と
膵
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ

脂
肪
細
胞
の
表
面
に
あ
る
「
糖
輸
送
体
」
が
糖
を
脂
肪
細
胞
内
に
運

び
脂
肪
に
変
換
し
ま
す
。
し
か
し
脂
肪
を
摂
取
し
て
も
血
糖
値
が
上

が
ら
な
い
の
で
膵
臓
か
ら
血
糖
値
を
上
げ
る
グ
ル
カ
ゴ
ン
が
分
泌
さ

れ
ま
す
。
す
る
と
脂
肪
細
胞
内
の
「
ホ
ル
モ
ン
感
受
性
脂
肪
分
解
酵

素
」
が
働
い
て
脂
肪
を
分
解
し
て
栄
養
と
し
て
血
中
に
放
出
す
る
の

で
、
脂
肪
を
食
べ
る
と
痩
せ
る
の
で
す
。
た
だ
し
脂
肪
と
糖
質
を
同

時
に
食
べ
る
と
末
梢
血
管
の
「
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
脂
肪
分
解
酵
素
」
が

脂
肪
を
脂
肪
細
胞
中
に
運
び
太
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

ふ
る
さ
と
大
使
・
医
学
博
士

ふ
る
さ
と
大
使
・
医
学
博
士

　
　
　
　
　
　
南
雲　
吉
則

　
　
　
　
　
　
南
雲　
吉
則
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10
月
３
、
４
日
に
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
第

６
回
講
座
「
一
泊
二
日
！
ふ
る
チ
ャ
レ
キ
ャ
ン
プ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
生
坂
村
に
あ
る
高
津
屋
森
林
公
園
に
行

き
、
自
然
の
中
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
コ
テ
ー
ジ
で
の
宿
泊
体
験
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
上
級
生
を
中
心
に
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

豊
か
な
自
然
と
仲
間
と
の
思
い
出

豊
か
な
自
然
と
仲
間
と
の
思
い
出

「
ふ
る
チ
ャ
レ
キ
ャ
ン
プ
」

「
ふ
る
チ
ャ
レ
キ
ャ
ン
プ
」

　
９
月
12
日
、
白
馬
村
の
協
和
ウ
イ
ン
グ

白
馬
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
大
北
駅

伝
大
会
。
管
内
の
持
ち
回
り
と
な
る
今
年

の
舞
台
で
、
池
田
町
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち

が
熱
い
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

男
子
５
人
・
女
子
２
人
の
計
７
区
間
、

総
距
離
29
・
78
㎞
。
北
方
面
へ
と
折
り
返

す
コ
ー
ス
に
は
、
実
り
の
秋
を
迎
え
た

美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
心
配
さ
れ
た
雨
も
ど
こ
へ
や
ら
、
最

後
は
ま
ば
ゆ
い
晴
れ
間
と
暑
さ
の
中
で
の

レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は

ペ
ー
ス
を
緩
め
る
こ
と
な
く
力
強
く
前
進
。 　

６
位
（
タ
イ
ム
：
２
時
間
４
分
49
秒
）

で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
、
全
員
で
完
走

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
走
る
心
地
よ
さ
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の

素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
そ
の
ワ
ク
ワ
ク
を
周
り
の
ご
家
族
や

ご
友
人
に
も
伝
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
こ
の
大
会
が
こ
れ
か
ら
も
続
き
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
と
笑
顔
の
源
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課　
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
　
　
　
　
℡
（
６
２
）
７
６
５
４

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

黄
金
色
の
風
を
切
っ
て
！

黄
金
色
の
風
を
切
っ
て
！

白
馬
を
駆
け
抜
け
た　
大
北
駅
伝

白
馬
を
駆
け
抜
け
た　
大
北
駅
伝

選手の皆さんお疲れ様でした！
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【午前10時～】
●ミニクラフト「くるくる風車」
【午後1時30分～】
●「みんなでつくろう！おかしのいえ」
　定員15人　（要事前申込）
【午後1時30分～】
●上映会『シンペイ』
　信州出身の作曲家・中山晋平の生涯を描く音楽映画

【午前10時〜11時30分】
●講演会「伊能忠敬と信州〜なぜ伊能図に
　池田の部分は空白か〜」
【午前10時〜11時30分】
●クラフト講座「えほん紙バッグ〜お気に入りの絵本
のカバーを持ち歩こう〜」
　定員8人　（要事前申込）
【午後1時30分&午後2時30分〜】
●映画上映会「トムとジェリー⑥」
【午後1時30分〜】
●「会染焙煎工房さんによる美味しい珈琲の淹れ方講座」
　定員6人※（要事前申込・参加費1000円）
　午後3時からコーヒーの販売を予定

●「長野県150周年と池田町」展示
●大人も子どももクイズにチャレンジ！
●絵本展示「グリム童話」
●「赤ずきん」のお絵描き展示
【午前10時～】●おはなし会「おはなしでてこ～い!!」

【クラフトルーム】
●本のリサイクル広場
「交流センターかえでの会図書館部会」の運営で開催
します
※9日 (月 )～２2日 (日 )は
　なないろスペースにて引き
　続き開催します

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

五十嵐 貴久 著
実業之日本社 刊

内定していた教員採用を取
り消された真由。全寮制の小
学校から声がかかり、教育実習
を受けに山奥の学園へ。ところ
が、実習初日に「ハヤクニゲテ」
と書かれた付箋を見つける。

佐々木 譲 著
河出書房新社 刊

末期癌を告げる冬樹と、自身
のライブハウス閉店を告げる
奈津美。二人からの手紙に最後
の挨拶を覚悟した修平は、岩手
から広島への旅に立つ。

自給自足入門

その他の新着書
静電気の疑問 56	 静電気学会
認知症の世界	 おやのめぐみ
文字をあるく	 飯間浩明
かぜゆら	 西條奈加
書くとは何か	 武田砂鉄
きずもの	 西加奈子
靴と自転車	 澤村伊智
オルロージュ	 小川哲
ふゆめのやくそく	 鈴木純

60 歳からの脳トレ滑舌レッスン
	 赤間裕子
孤独をのぞき込む	 小川洋子ほか
私を語るための言葉	 三木那由他
あなたのいない世界で	 原田ひ香
未だ本能寺にあり	 今村翔吾
くらやみパーティー	 岡田よしたか
おや？これなんじゃろ	 北村裕花
マイアサウラのしんぱいないちにち
	 鈴木まもる

　和田 義弥 著
山と溪谷社 刊

東京から筑波山麓へ移住
して 15 年、自給自足的暮ら
しを続けてきた著者が、経
験に裏付けられたノウハウ
を写真とイラストで分かり
やすく解説します。

マーダースクール

路上の輝き

中谷 靖彦 絵
サトシン 作

文溪堂 刊
主人公のネコを“ネコかわ

いがり”する女の子。ベタベタ
されるのは迷惑、と逃げ出す
ネコだけど、本当は女の子の
ことが大好き。

ほっといてったらほっといて

☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前10時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆11月の休館日　２・９・16・23・24・30 日

（24日は月末館内整理休館です）

第 28 回 第 28 回 

図書館まつり 図書館まつり 開催！開催！

日時：11月7日（土）、8日（日）
　　　午前9時30分〜午後4時
会場：交流センターかえで 無料

ぜひお出かけくださいぜひお出かけください

※一部、有料のイベントがあります

両 両 日日

7 日7 日

8 日8 日
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【
問
合
せ
先
】北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）　
℡（
６
２
）６
６
０
０

　
池
田
町
在
住
の
美
術
作
家
ｅ
ｒ
ｉ
の
作
品
を
一
同
に
展
示
し
、
こ
れ
ま
で

の
創
作
の
歩
み
を
辿
り
ま
す
。
ｅ
ｒ
ｉ
は
、
「
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い

『
何
か
』
」
を
テ
ー
マ
に
、
主
に
水
彩
絵
の
具
や
ア
ク
リ
ル
ガ
ッ
シ
ュ
な
ど

を
用
い
、
色
を
幾
層
に
も
塗
り
重
ね
な
が
ら
独
自
の
世
界
観
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
県
内
外
で
イ
ベ
ン
ト
出
展
や
個
展
を
開
催
す
る
ほ
か
、
キ
ッ
セ
イ
文

化
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
の
表
紙
絵
や
市
民
タ
イ
ム
ス
で
の
連
載
、
文
庫

本
の
装
画
な
ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
本
展
で
、
積
み
重
ね
て
き
た
創
作
の

軌
跡
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
期
中
、
11
月
７
日
（
土
）
と
８
日
（
日
）
に

は
、
特
別
企
画 
「
公
開
制
作
」
を
開
催
し
ま
す
。

ｅ
ｒ
ｉ
が
会
場
で
、
実
際
に
筆
を
進
め
な
が
ら
少

し
ず
つ
絵
が
形
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
グ
ッ
ズ

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

《
会　
　
期
》10
月
31
日
（
土
）
～
12
月
10
日
（
木
）

《
休
館
日
》月
曜
日
（
11
月
23
日
は
開
館
）

　
　
　
　
　
11
月
24
日（
火
）

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　
場
》企
画
展
示
室
Ｂ

《
観
覧
料
》一　
般
７
０
０
円（
６
０
０
円
）

　
　
　
　
　
高
大
生
５
０
０
円（
４
０
０
円
）

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　
※（　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　
　
　
　
　
※
障
が
い
者
手
帳
ご
提
示
の
方
と
同
伴
者
の
方
１
人
は
半
額

10 月 31 日（土）から
『silent letter eri 展 2026 ～重ねる～』開催

▲《おおくをも留める》eri

　
初
め
て
の
ロ
ク
ロ
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で
基
礎
か
ら
ロ
ク
ロ

を
習
い
ま
し
ょ
う
。

《
日　
時
》
11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

《
参
加
費
》
５
０
０
０
円　

《
定　
員
》
各
５
人　
※
先
着
順

《
会　
場
》
創
作
室

《
持
ち
物
》
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
飲
み
物

　
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
を
基
本
と
し
た
呼
吸
で
心
身
共
に
鍛
え

ま
し
ょ
う

《
日　
時
》
11
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

《
参
加
費
》
７
０
０
円

《
定　
員
》
20
人

《
会　
場
》
多
目
的
ホ
ー
ル

《
持
ち
物
》
飲
み
物

※
お
釣
り
が
出
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー
は
５
日
（
木
）
と
、
６
日（
金
）で
す
。

※
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー
以
外
の
ピ
ア
ノ
ご
利
用
の
方
は
、
ピ
ア
ノ
利

用
半
額
券
を
進
呈
し
ま
す
。
（
※
個
人
利
用
に
限
る
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
池
田
町
創
造
館　
℡
（
６
２
）
６
０
６
５

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

「
難
し
そ
う
」
を
「
で
き
た
！
」
に
変
え
る

「
難
し
そ
う
」
を
「
で
き
た
！
」
に
変
え
る

陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

1111
月
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー

月
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー

呼
吸
で
整
う
心
と
体
。
は
じ
め
て
の
太
極
拳

呼
吸
で
整
う
心
と
体
。
は
じ
め
て
の
太
極
拳

創造館だより

広報いけだ 14



消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９

　
11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
で
す
。
消
防
・
救
急
の
緊
急
通
報
用
の
電
話

番
号
で
あ
る
１
１
９
番
に
ち
な
み
、
昭
和
62
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

１
１
９
番
の
緊
急
通
報
要
領
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
６
年
中
の
１
１
９
番
通
報
の
７
割
以
上
が
救
急
・
救
助
の
通
報
で
し
た
。

今
回
は
救
急
通
報
を
例
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
１
１
９
番
、
火
事
で
す
か
？
救
急
車
で
す
か
？　
→　
救
急
で
す

Ｑ
．
住
所
は
ど
こ
で
す
か
？　
→　
○
○
町
○
丁
目
○
番
地
で
す

※
住
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
近
く
の
大
き
な
建
物
、
交
差
点
な
ど
目
印
に
な

る
も
の
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
ど
う
し
ま
し
た
か
？　
→　
父
親
が
胸
の
痛
み
を
訴
え
て
倒
れ
ま
し
た

※
最
初
に
「
誰
が
」
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
「
ど
う
な
っ
た
」
と
簡
潔
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
分
か
る
範
囲
で
意
識
、
呼
吸
の
有
無
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
お
い
く
つ
の
方
で
す
か
？　
→　
65
歳
で
す

※
具
合
の
悪
い
方
の
年
齢
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い
と
き
は
「
60
代
」

の
よ
う
に
、
お
お
よ
そ
の
年
齢
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
あ
な
た
の
名
前
と
連
絡
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い

→　
私
の
名
前
は
○
○
で
す　
電
話
番
号
は
△
△
で
す

※
あ
な
た
の
お
名
前
、
通
報
後
も
連
絡
可
能
な
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

場
所
が
不
明
な
と
き
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
指
令
員
が
必
要
な
こ
と
を
順
番
に
お
伺
い
し
ま
す
。
聞
か
れ
た
こ

と
を
あ
わ
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
急
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
の
か
、
自
分
で

病
院
を
受
診
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
い
い
の
か
迷
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
救
急
相
談
窓
口「
♯
７
１
１
９
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
災
の
場
合
な
ど
自
身
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
は
、
安
全
な
場
所

に
避
難
し
て
か
ら
１
１
９
番
通
報
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署　
℡
（
６
２
）
０
１
１
９

か
ち
ま
け
を
園
児
た
ん
た
ん
運
動
会　
　
　
北
原　
幻
楽
（
一
丁
目
）

空
の
色
染
め
変
え
ら
れ
て
秋
彼
岸　
　
　
　
降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

絶
え
間
な
く
墓
地
の
賑
は
ふ
彼
岸
入
り　
　
荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

法の
り
め
ん面
の
草
む
ら
点と

も
す
花
茗
荷　
　
　
　
　
　
吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

「
あ
ん
じ
ゃ
ね
え
」
父
の
一
言
い
わ
し
雲　
横
山
さ
ゆ
み
（
林　
中
）

萩は
ぎ
や
ぶ薮
を
漕こ

ぎ
て
現
る
登
り
窯が

ま　
　
　
　
　
　
平
林　
昇　
（
林　
中
）

長
雨
の
晴
れ
間
の
が
さ
ず
大だ

い
こ
ま

根
蒔
く　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

三さ
ん
ぽ
う宝

の
団
子
に
添
へ
る
す
す
き
か
な　
　
　
阿
部　
量　
（
正　
科
）

棚
上
の
す
す
き
み
み
ず
く
秋
深
し　
　
　
　
樋
口　
美
加（
千
本
木
台
）

阿
波
よ
り
の
友
の
誘
ひ
や
秋
の
風　
　
　
　
薄
井　
保
丞
（
南　
台
）

無
住
寺
の
庭
に
鷹
の
羽
芒
か
な　
　
　
　
　
石
原　
孟　
（
南　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り

が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

1 月号掲載俳句募集
はがきまたはメールに作品 1 点を
記入し、11 月末日までに投稿して
ください。
作品には①地区名②氏名③電話番号
④中学生以下の方は学校名と学年を
明記してください。投稿多数の場合
は、選者により選考して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂正等
をさせていただく場合がありますの
で、ご了承ください。

■あて先 
〒 399-8696（住所不要）
池田町総務課　総務係　
℡ 62-3131　
メールアドレス
soumu@town.ikeda.nagano.jp

119 番の日と通報要領について
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池 田 小 学 校
　
一
学
期
末
、
池
田
小
学
校
近
辺
で
ク
マ
が
出
没
し
、
安
全
確
保
の
た
め
臨

時
休
校
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
池
田
町
内
は
じ
め
北
安
曇
各
地
区
で
も
ク

マ
の
目
撃
が
続
い
て
い
ま
す
。
ク
マ
の
生
態
を
正
し
く
知
り
、
安
全
に
過
ご

す
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
長
野
県
内
で
暮
ら
す
私
た

ち
に
と
っ
て
、
野
生
動
物
と
の
共
生
や
安
全
対
策
は
と
て
も
身
近
で
大
切
な

テ
ー
マ
で
す
。

　
さ
て
、
臨
時
休
校
前
の
７
月
２
日
に
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
専
門
家
で
あ
る

瀧
井
暁
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
研
究
会
（
松
本
市
）
事

務
局
長
）
を
お
招
き
し
「
ク
マ
の
特
別
授
業
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
低
学
年
向
け
と
高
学
年
向
け
の
授
業
の
２
本
立
て
で
行
い
ま
し
た
。
授
業

で
は
、
本
物
の
ク
マ
の
毛
皮
や
頭
骨
、
さ
ら
に
は
フ
ン
の
標
本
な
ど
が
用
意

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

　
瀧
井
先
生
か
ら
は
「
も
し
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
大
声
を
あ
げ
ず
、
走

ら
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
離
れ
る
こ
と
」
、
万
が
一
の
と
き
は
「
う
つ
ぶ
せ
に

な
っ
て
首
や
お
腹
を
守
る
こ
と
」
な
ど
、
命
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
ゴ
ミ

の
処
理
を
確
実
に
行
う
こ
と
も
、
安
全
上
と
て
も
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
長
野
県
だ
か
ら
こ
そ
、
〝
正
し
く
怖
が
り
、
正
し

く
備
え
る
〟
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
も
し
も
…
」
の
と
き
の
約
束

①
出
会
わ
な
い
た
め
に

　
登
下
校
や
山
に
入
る
時
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
も
の
を
身
に
付
け
、人
間
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

②
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
大
声
を
上
げ
た
り
、
物
を
投
げ
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
な
い
。

　
ク
マ
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し
て
離
れ
る
。

③
襲
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
う
つ
ぶ
せ
に
な
り
、
首
や
お
腹
を
手
で
覆
っ
て
守
る
。

ク
マ
の
特
別
授
業　
～
ク
マ
の
生
態
と
共
生
～

ク
マ
の
特
別
授
業　
～
ク
マ
の
生
態
と
共
生
～

　
早
い
も
の
で
池
田
町
に
移
住
し
て
３
年
が
経

ち
、
９
月
末
日
を
も
っ
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
池
田
町

の
方
々
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
間
の
活
動
で
は
、
１
年
目
に
高
齢
者
向

け
ス
マ
ホ
教
室
、
２
、
３
年
目
に
は
、
こ
ど
も

向
け
映
像
制
作
講
座
、
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
講

座
を
実
施
し
、
幅
広
い
世
代
の
方
々
と
交
流
で

き
た
こ
と
が
大
き
な
財
産
で
す
。

　
ま
た
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
10
月

に
第
一
子
が
誕
生
し
、
微
力
な
が
ら
町
人
口
の

「
自
然
増
」
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
退
任
後
の
仕
事
に
つ
い
て
で
す
が
、
移
住
前

か
ら
続
け
て
き
た
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
番
組
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
番
組
）
制
作
の
仕
事
が

あ
り
が
た
い
こ
と
に
増
え
て
お
り
、
忙
し
い
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
で
町
内
の

空
き
家
を
購
入
し
「
収
録
ス
タ
ジ
オ
兼
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
」
に
す
る
た
め
の
改
修
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
近
の
大
雨
で
屋
根
か
ら
の
雨
漏
り
が
発
生

し
急
き
ょ
修
理
す
る
な
ど
、
空
き
家
再
生
の
難

し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
個
人
的
な
活
動
と
し
て
は
、
狩
猟
免
許

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
刈
払
い
機
の
取
扱
資
格
、

二
等
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
操
縦
士
資
格

な
ど
も
取
得
し
ま
し
た
。
自
分
の
得
意
な
こ
と

と
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
の
交
わ
る

点
を
見
つ
け
、
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
の
地
に

微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前前ま
え
は
ら

ま
え
は
ら原原　　

誉誉た
か
の
り

た
か
の
り宜宜

総
務
課

総
務
課

№132

退
任
の
ご
挨
拶

退
任
の
ご
挨
拶

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
係

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
係
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どどうする？空き家。連 載で考えるうする？空き家。連 載で考える①①

ああなたの空き家が、池田町の未来になたの空き家が、池田町の未来に

池田町役場の移住定住係の窓口には、毎日のように町外から移住希望者が相談に訪れます。いずれも「池
田町が好き！」という方ばかり。池田町の自然や暮らし、子育て環境に魅力を感じて、「こんなステキな場
所に住みたい」と目を輝かせながらやって来ます。とてもうれしいことなのですが、じつは大きな課題があ
ります。それは“住まいの不足”です。

住まいの選択肢には、新築、中古住宅、賃貸アパート、
公営住宅などがあります。しかし、いきなりの新築は
ハードルが高く、賃貸アパートも空室が少ない。建築コ
ストの高騰などから新たな集合住宅が建ちにくい状況で
す。こうした事情から、いまある空き家を活かすことが、
移住希望者の受け皿としてとても重要になっています。
一方、町内には数多くの空き家があるものの、「水回り
が壊れていて改修が必要」「知らない人に売る（貸す）
のが不安」など、さまざまな理由で利活用が進まないの
が現状です。池田町では「空き家バンク（※）」を運営
し、改修・片付けの補助金制度、所有者向けの個別相談会、
固定資産税通知書への案内文の同封など、空き家の利活
用を促す取り組みを進めています。それでも、移住希望
者の数に対して住まいは足りていない状況です。

池田町の人口は1995年の10,712人から減少し続け、2015年に9,926人、2026年10月時点で8,887
人となりました。約 30 年間で 1,800 人以上減少し、今後も人口減少は進むと予想されます。移住定住の
取り組みにより社会増（移住者）は年々拡大傾向ですが、それ以上に自然減（少子高齢化による減少）が大
きく、人口減少に歯止めがかかりません。2025 年度は社会増 55 人、自然減 180 人で、1 年間に 125 人
が減少しました。

人口が減り続けると、地域の担い手不足やインフラの維持困難、公共サービスの縮小など、私たちの暮ら
しにも大きな影響が生じます。そうした中で、「池田町が好き」「地域とつながりたい」「新しいことに挑
戦したい」という方が安心して暮らせる環境を整えることはとても重要です。これまでにも、移住者がお店
を始めたり自治会活動を担ったり、地域に活力が生まれています。

空き家の利活用は、池田町の未来を支える大きな力になります。「売るか貸すか決めていない」「まず相
談だけしたい」という段階でも、まずは気軽にご相談ください。本号から連載で、空き家の活用事例や補助
金制度、移住定住の取り組みを紹介していきます。

空き家所有者向け 個別相談会（相談無料・予約制）    
日程：毎月第 4 金曜日　11 月 27 日（金）、12 月 25 日（金）、1 月 22 日（金）
場所：池田町役場
＼こんなお悩みに応えます／
✓荷物が多くて片付けられない
✓空き家バンクの仕組みがよく分からない
✓相談先が分からず一人で抱え込んでいる
まずはお気軽にご相談ください。

【問合せ先】総務課　移住定住係　℡（62）3131

移住コーディネーター　鈴木俊輔

毎月実施している移住案内ツアー
特に多いのが住まいの相談

※空き家の「売り手・貸し手」と「買い手・借り手」をつなぐ無料マッチングサイト
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個
人
事
業
主
の
方
の
青
色
申
告
決
算
書
の

作
成
方
法
や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
青
色

申
告
会
の
協
力
を
得
て
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

〇
事
業
所
得
を
有
す
る
方
向
け

《
会
場
》
松
川
村
商
工
会
館

《
日
時
》
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

※
先
着
30
人
ま
で

〇
農
業
所
得
を
有
す
る
方
向
け

《
会
場
》
大
町
市
Ｊ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
ド

《
日
時
》
12
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

※
要
事
前
予
約
12
月
３
日
（
木
）
午
後
４
時

ま
で
に
電
話
（
２
２
）
０
６
７
４
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　
国
税
庁
で
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
国
税

庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
の
再
生
リ
ス
ト
「
記

帳
・
決
算
の
し
か
た
」
で
、
記
帳
の
方
法
に

つ
い
て
解
説
し
た
動
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
、
記
帳

の
方
法
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
【
問
】
大
町
税
務
署

　
　
　
個
人
課
税
部
門
（
２
２
）
０
６
７
４

　
農
業
者
年
金
は
「
農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
並
み
の
年
金
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
国
に
要
請
運
動
を
行
い
実
現
し
た
、

農
業
者
の
た
め
の
制
度
で
す
。

農
業
者
年
金
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化

時
代
に
強
い

②
事
務
経
費
は
国
が
負
担
し
て
い
る
た
め
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
多
く
が
年
金
資
産
の
運

用
に
回
る

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
る

④
保
険
料
は
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
の

中
で
自
由
に
決
め
ら
れ
る
（
35
歳
未
満
の
方

は
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
１
万
円
に
引
き

下
げ
可
）

⑤
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
る

⑥
終
身
年
金
で

 80 
歳
ま
で
の
死
亡
一
時
金
が

あ
る

⑦
受
給
予
定
の
年
金
額
が
支
払
っ
た
保
険
料

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
補
て
ん
さ
れ
る
仕
組

み
が
あ
る

　
60
歳
未
満
（
国
民
年
金
任
意
加
入
者
は
65

歳
未
満
）
の
、
保
険
料
免
除
を
受
け
て
い
な

い
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間 

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
加
入

で
き
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
大
北
の
支
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
農
業
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　
大
北
地
区
の
小
学
５
年
生
・
中
学
２
年
生

を
対
象
に
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
実

施
し
た
結
果
、
血
糖
値
が
や
や
高
め
の
児

童
・
生
徒
が
３
割
以
上
で
あ
り
、
高
血
糖
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
児
期
か
ら
高
血
糖
に
な
る
要
因
や
、
糖

尿
病
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
等
を
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
日
時
》
11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
頃

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で　
ホ
ー
ル

《
講
師
》
赤
司　
朋
之

　
　
　
　
嶋
田
病
院
（
福
岡
県
）
内
科
部
長

【
問
】
健
康
福
祉
課　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
６
１
）
５
０
０
０

大
町
税
務
署
か
ら
青
色
決
算
説
明
会

大
町
税
務
署
か
ら
青
色
決
算
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
地
域

　
北
ア
ル
プ
ス
地
域

　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
講
演
会

　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
講
演
会

　
親
子
で
で
き
る
予
防
の
第
一
歩

　
親
子
で
で
き
る
予
防
の
第
一
歩

　
～
小
児
期
か
ら
の

　
～
小
児
期
か
ら
の

　
　
　
　
糖
尿
病
予
防
を
中
心
に
～

　
　
　
　
糖
尿
病
予
防
を
中
心
に
～

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

▲説明動画はコチラ
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

１日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 横澤内科医院 22-0371

３日（火・祝）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

８日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 野村クリニック 85-0085

15日（日）
池田・松川 若林医院 62-2105

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

22日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 柿下クリニック 21-1230

23日（月・祝）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 菊地クリニック 21-2580

29日（日）
池田・松川 にしもりクリニック 61-1700

大町市内 小野医院 22-0047

診
療
時
間

■医科　午前９時～午後５時

■歯科　午前9時～正午（要事前連絡 受付時間午前9時～11時）

■薬局　午前９時～午後５時30分

■11月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

１日（日） 共進住設（株） 026-213-4681

２日（月） （株）アクア住設 0266-75-1237

３日（火・祝） ALTEC（株） 0263-88-5415

７日（土） 進栄設備工業（株） 0263-48-0005

８日（日） （有）勝野設備工業所 62-4070

14日（土） （有）設備工業 62-5129

15日（日） （株）中部水工 池田営業所 62-8364

21日（土） （有）サン設備工業 62-2448

22日（日） （有）水錬 62-6721

23日（月・祝） 信光実業（株）大町支店 090-3143-4321

28日（土） 日特工業（株） 22-5266

29日（日） （株）ハイテム 0263-82-0271

■11月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
10月1日現在 （　）内は前月比
●人　口　8,887人（-14）
　男　4,287人（-13）　女　4,600人（-1）
●世帯数　4,088世帯（-8）

■11月の納税等
国保税、後期高齢⑤・固定資産税②　【納期限　11 月 30 日（月）】
※ 口 座 振 替 日 は 11 月 26 日 ( 木 ) で す。前 日まで に 残 高 の 確 認 を お 願 いし ます。

期　　日 薬　局　名 電話番号

歯
　
　
科

22日（日） あづみ野歯科（松川村） 82-2762

23日（月・祝） いとう歯科医院（松川村） 22-0648

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

１日（日） 内川薬局板取 62-9912

３日（火・祝）
キムラ薬局 62-5210

高瀬薬局 62-1125

８日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

15日（日） キムラ薬局 62-5210

22日（日）
アイン薬局あづみ池田店 61-5021

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

23日（月・祝）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

29日（日） すみれ薬局 85-2061

■11月の主な行事
期　　日 行　事　名

３日（火・祝） みんなの文化祭（芸能発表）

７日（土）～

８日（日）
図書館まつり

9日（月）～

15日（日）
秋の火災予防週間

10日（火） 高瀬中　地域貢献活動②地域防災学習参観日

12日（木） 会染小　持久走記録会

14日（土） 交通安全・防犯啓発セミナー

15日（日） 消防団秋季訓練

15日（日） 土砂災害自主避難訓練

※感染症等により中止となる場合があります。
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。
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　９月 17 日、池田保育園のお誕生会へサプライスで遊びに行ってきま
した。みんなを驚かせようとワクワクして行ったら、なんと「てるみん・
ふ～みん」が逆にお祝いしてもらうサプライズにびっくり＆大感激！
　池田保育園のみんな、心あたたまるお祝いをどうもありがとう！

みんなでハイチーズ
！

みんなでハイチーズ
！

なにを運
んで

きたのか
なぁ？

？？

うれしいな♪お誕生日
ケーキだ！

てるみん・ふ～みん 
池田保育園訪問レポ
てるみん・ふ～みん 
池田保育園訪問レポ

じゃ～
ん

みんなに
会いにきたよ！

　み
んな ありがとう♪

長野県池田町キャラクターてるみん・ふ～みん

登録しませんか？
空き家バンクに

お気軽にお問合せください
池田町役場 総務課移住定住係
TEL:0261-62-3131

池田町
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